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全球大気海洋結合モデル CFES 中解像度版 (解像度:大











ン (最初の 1年 9ヶ月)で与えた風応力偏差 (特に亜寒帯
の負のカール)に応答して、亜寒帯海洋循環が弱化する
とともに亜寒帯前線帯の緯度が系統的に 23度北上し








































図 1. 自由結合ラン 3冬季 (DJF)における 250hPa高度場偏
差 (感度実験-標準実験,コンター間隔は 10m)のアンサ
ンブル合成図.陰影は SST偏差.(a) 亜寒帯前線帯 SST
偏差が高いメンバー平均.(b)同低いメンバー平均.
図 2. 亜寒帯前線帯の緯度偏差 (感度実験-標準実験)のアンサ
ンブル平均時系列.黒実 (破)線:正 (負)フィードバック
が顕著な 6メンバー平均.灰実線:全 17メンバー平均.
